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【事前に準備しておくもの】
・塩素系消毒薬（次亜塩素酸ナトリウム）
・使い捨てマスク、手袋、エプロン

（・靴を覆う非浸透性のシューカバーや袋）
・ビニール袋
・ペーパータオル、新聞紙など
・消毒薬を薄める容器
（ペットボトル、バケツなど）

・手洗い用石けん

③消毒薬を浸した新聞紙などを
おう吐物に被せる

④おう吐物を広げないように中心に
向かって拭い取る

⑤拭い取ったおう吐物を二重にした
ビニール袋に捨てる

⑥消毒薬を浸した新聞紙などを
おう吐物から３ｍ以上の範囲に被せる

⑦消毒薬を浸したペーパータオル
などで３ｍ程度の範囲を消毒する

※おう吐物は３m以上飛んでいる場合が
あるので広い範囲を消毒します。

⑧汚染域を出る時は消毒薬を浸し
た新聞紙などで靴底を消毒する

※汚染を広げないため、奥から手前へ
一方向に拭きます。

※シューカバー等を使用する場合は、
汚染域を出る際に都度交換しましょう

⑨ビニール袋に消毒薬を入れる

⑩ビニール袋の口を縛り密閉し、
廃棄する

⑪外側を内側にして手袋を外す ⑫作業終了後は手洗いをする

①おう吐が起こったら、まずは換気
する

②消毒薬を作る

※消毒薬を薄める容器は
事前に消毒薬と水を入れるところまでの
印や薄める目安を記載しておきましょう。

5％塩素系消毒薬を50倍に薄めると
0.1％（1000ppm）の消毒薬になります。
※詳しくは裏面参照

・汚物を取り除いた後、汚染したと考えられる場所は0.1％消毒薬で消毒しましょう。
・周囲の壁、患者が触れるところ（手すり、ドアノブ、スイッチ、トイレ、レバー、手洗いの水栓など）は0.02％消毒薬で消毒しましょう。

横浜市医療局健康安全課 （045-671-2463）

※手袋は二重で着用

※可能な限り肘まで洗いましょう
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希釈液濃度

0.02％（200ppm） 0.1％（1000ppm）

希釈方法 希釈方法

原
液
濃
度

１％ 50倍 水1L＋原液20mL 10倍 水1L＋原液110mL

５％ 250倍 水1L＋原液4mL 50倍 水1L＋原液20mL

６％ 300倍 水1L＋原液3.3mL 60倍 水1L＋原液17mL

使用場所
器具等のつけ置き、ドアノブ、
手すり等

便や吐物が付着した床やおむつ
等

※市販の塩素系消毒剤は５～６％が多い

※ペットボトルのキャップ１杯は約5ｍL

【参考例】
濃度６％の原液と1.5L（1500mL）のペットボトルを使用して消毒薬を作る場合

●0.02％（200ppm）を作る目安
→ペットボトルキャップ１杯の原液（計4.95mL）をペットボトルに入れ、
水を加えて1.5L（1500mL）にする。

●0.1％（1000mL）を作る目安
→ペットボトルキャップ５杯強の原液（計25.5mL）をペットボトルに入れ、
水を加えて1.5L（1500mL）にする。

次亜塩素酸ナトリウムとは？

・塩素系漂白剤の成分です。

・消毒効果を保つため、原液は遮光のできる場所に保管してください。

・希釈した消毒薬は時間とともに消毒効果がなくなるので、作り置きはせず、消毒時にそ

の都度作ってください。

・金属材質を腐食することがあるので、消毒後は速やかに水で洗うか拭き取ります。

・衣服やじゅうたん等に使用すると色落ちすることがあります。

・使用する時は十分な換気をしましょう。酸性の洗浄等と混ぜると塩素ガスが出ることが

あるので併用しないでください。

・皮膚荒れを起こしてしまうため、手指などの消毒には使えません。

・容器に書いてある注意書きをよく読んで使用しましょう。

横浜市医療局健康安全課 （045-671-2463）
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施設・事業所名 園　児 人

代表者名 職　員 人

ＴＥＬ 計 人

住所

発生月日

年齢児 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 職　員 計

在籍数

欠席数

患者数

１　発熱（　　　　）℃ ４　咳 ７　腹痛

２　頭痛 ５　咽頭痛 ８　嘔吐

３　倦怠感　 ６　下痢

備　　考

検体提出日

決定月日

検査結果

日　　時

日　　時

日　　時

日　　時

日　　時

　　　年　　　月　　　日　（　　　）　　　　時　　　分

　　　　年　　　　月　　　　日　　（　　　　）

検査内容
及び

検　体

　　　　年　　　　月　　　　日　　（　　　　）

※具体的な症状

病
　
名

　　　　　　区

発
　
　
生
　
　
状
　
　
況

　　　　　　感　染　症　等　発　生　報　告　書　　　　　　　初  ・  再　　第　　　号

発　受　信　月　日

記者発表

在籍数

　　　　　　　　　　

－

検
　
査
　
状
　
況

　　　　年　　　　月　　　　日　　（　　　　）
再報告日

（再報告の際に記入）

　　　　年　　　　月　　　　日　　（　　　　）

保
護
者
対
応

症　　状
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積極的疫学調査票 （金沢区版　集団胃腸炎用） ≪ 記入例 ≫ ※ 記入の際は入院・入所者及びスタッフで発症した方も入れて下さい。

名 前

（イニシァル
や漢字1字な
ど）

嘔吐
初発●
継続○

下痢
初発■
継続□

その他
出欠等

嘔吐
初発●
継続○

下痢
初発■
継続□

その他
出欠等

嘔吐
初発●
継続○

下痢
初発■
継続□

その他
出欠等

嘔吐
初発●
継続○

下痢
初発■
継続□

その他
出欠等

嘔吐
初発●
継続○

下痢
初発■
継続□

その他
出欠等

嘔吐
初発●
継続○

下痢
初発■
継続□

その他
出欠等

嘔吐
初発●
継続○

下痢
初発■
継続□

その他
出欠等

記入
例

山○　さん 5歳児クラス 5 女 ● ■ 早 ○ □ 欠 □ 欠 出

記入
例

花○　保育士 5歳児クラス担任 32 女 ■ 早 ● □ 欠 □ 欠

1 A ５歳児 男
●

園、２階
ホール

受診、胃
腸炎の
診断

休み 登園

2 B ５歳児 男
●

5歳クラ
ス

胃腸炎 休み

3 C ５歳児 男
●

16時　園
の玄関

■
帰宅後
に下痢

休み

4 D ４歳児 女
■
園

□
軟便

登園

5 新任保育士　 フリー 女
●

夜、家
休み

6 E ５歳児 男
●
家

休み

7 F ５歳児 女
●
家

休み

8 G ５歳児 女
●

園、合同
早退

9 H ３歳児 女
●

園、合同
早退

10 I ３歳児 男
●

園、合同
早退

11 J ４歳児 男
■

下痢、
園部屋

早退

12 K ４歳児 女
■

水様便、
園部屋

早退

13

14

15

計

10月　　１１日（金） 10月　　１２日（土） 10月　　１３日（日） 10月　　１４日（月）

施設名 かなざわくやくしょ保育園 報告者名 金　沢　　太　郎

Ｎｏ．
クラス、部屋番

号など
年
齢

性
別

10月　　８日（火） 10月　　９日（水） 10月　　１０日（木）

【感染源調査】

・どこから感染したか？（A君の前に、先行する嘔吐、下痢はなかったか？）

小学校で胃腸炎が流行している情報あり。小学生の兄弟児はいないか？

【手技の確認・今後の拡大予測】

・適切な処理はできたか？（消毒の範囲、濃度、処理手順、換気）

・感染原因は不明であるがノロウイルスなどと仮定し二次感染を防ぐ必要あり。潜伏期間

を考慮し、 今後発症する園児に注意。

・園児の避難は適切だったか？３ｍ四方は汚染している可能性あり。消毒濃度は適切

だったか？ 園児が吐物を踏んで施設内に汚染が広がる可能性あり。
・Aくんの汚染した衣類の処理は適切だったか？園で一次洗浄はしないほうがよい。
・お誕生日会で飲食をしていないか？食中毒に発展するリスクあり。
・全クラスで誕生会だったため、全クラスが感染する可能性あり。（健康観察の強化）

【対応策】
・平時の消毒に次亜塩素酸ナトリウムを使用していない場合は、消毒薬を次亜塩素酸ナ
トリウムに切り替える。

【振り返り・手技の確認】

・5歳の園児が多く発症している。DちゃんはAくんの近く

にいた園児だったか？潜伏期間から考えると、ホールで

の嘔吐から感染した可能性が大きい。

→適切な吐物処理はできたか振り返る必要あり。

・新任保育士の吐物処理手順はどうだったか？
・新任保育士が体調不良のまま勤務継続していた。職員
の健康管理はどのようにしているのか？

【今後の拡大予測】

・Cくんが嘔吐した場所が玄関。いろいろな人が通るので

感染拡大する可能性大。

・さらに見取り図で見てみると調理室前。調理室の汚染

を防ぎ食中毒への発展を阻止する必要あり。

【対応策】
・この時点で通常よりも嘔吐、下痢の患者が多い。園とし
てどのような対応をとるか？10人には達していないが明
日以降も増える可能性あり。区福祉保健センター健康づ
くり係への報告
・体調不良時は休ませてもらえるよう、園内掲示等保護
者への周知など早めの対応が感染拡大防止となる。
・登園時の健康状態の確認強化
・調理員の健康観察強化、保育室への立ち入りなど注
意

【振り返りと対応策】

・4歳、5歳を中心に発症している。初発患者の吐物処理が不十分だった可能

性あり。前日も発症しているのでそこからの感染の可能性もあり。トイレを介し

ての感染拡大も考えられる。トイレの消毒は適切か？また回数は増やしている

か？G～Kは園内で発症している。さらに感染拡大する可能性あり。
・発症が３～５歳児に限定している。合同保育の利用者か？
・3歳児が発症している。初日の嘔吐エピソードが原因か、合同保育利用者で
の感染か？
・合同保育の場所が5歳児で、発症者も多いことから、部屋やトイレの消毒（濃
度）が不十分であった可能性あり。
・この時点で原因ウイルス等は判明していない。ノロ等の感染症として対応して
いく。

【ポイント】
・0～2歳児（1階フロア）からの発症はない→0～2歳児に拡大させない

【対応策】
・7時から8時の1階フロアでの合同保育の中止の検討
・発症者の出ているクラスのトイレの消毒回数を増やす
・今後の拡大状況により、クラス行事、園行事の延期・中止の検討
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感染症ラインリストの書き方 

 

1. 記入方法・注意事項 

時系列に記入（クラス別等に分けない） 

番号は通し番号（紙が 2 枚目になるときは 16～、エクセルで入力の場合は下に追加） 

一度回復した人について再度症状が出た場合でも、新たな番号はとらない 

出欠、早退がわかるように記入 

 

2. 名前の記入 

誰か判別できるように記入（例：〇〇ちゃん、下の名前など） 

 

3. クラス名・年齢 

クラス名（例：1-2、2-3 など） 年齢は複合クラス等必要な場合に記入 

 

４. 症状の記入 

嘔吐は●〇、下痢は■□、それぞれ初発が●■、以降は〇□で記入 

発症時間はできるだけ詳細に記入（例：昨日下校後（夕方）、夜中、今朝など） 

 

５. 症状の場所と時間 

嘔吐や下痢が、家なのか学校なのか、また、学校のどこなのか、いつなのか記入すると、 

今後の予測、対策が立てやすい（例：クラス内、廊下、フロアトイレなど） 

 

６. 休み期間中の発症の確認 

土日等、休みが入る場合は、休み中の体調を確認する。 

発症している場合は、いつ（土曜日 or 日曜日）の発症であるのか、休み明けの登校時 

に確認し、発生状況を記入 

※土日で発症して、月曜日には症状改善し登校してくる場合あるので注意 
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今の自分を可視化！

①健康機器レンタル
みんなで学べる！

②出張講座

従業員の皆様が
健康で長く働ける職場づくりを
金沢区役所がサポートします！

区内事業所向けに下記２つの
サポートを行っています。

くわしくは裏面へ☞

手洗い
チェッカー

握力計 足指力測定
など

健診結果の
みかた

健康的な
食生活

かんたんな
運動紹介



問合せ先：金沢区役所福祉保健課健康づくり係（4階408）
TEL:788-7840   FAX:784-4600

あなたの手はピカピカ？
手洗いチェッカー

身体の中が丸わかり？
体組成計

お口の機能のレベルがわかる
口腔機能測定器

・健診結果のみかた
・デスクでできるちょいトレ
・コンビニを活用した健康的な食事えらび など

詳しくはこちら

従業員の健康保持・増進の取組が、将来的な投資であるとの考えのもと、健康増進を経営的
視点から考え、戦略的に実践することです。横浜市では、この「健康経営」に取り組む事業
所を横浜健康経営認証事業所として認証しています。

金沢区役所福祉保健課
健康づくり係へ電話予約
（TEL 788-7840）

全身の筋力の強さの目安
握力計

つまずきやすい人はチェック！
足指力チェッカー

金沢区役所（4階408）
で受け渡し

健康経営とは

講座テーマは、ご要望に
応じてアレンジ可能！
（保健師・栄養士が対応）

使用後に
金沢区役所（4階408）

へ返却

【健康経営に取り組むメリット】

従業員の
活力向上

生産性の
向上

組織の
活性化

業績
向上

血管年齢は何歳？
メディカルアナライザー
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